
令和７年度 学　級　経　営　案

項目

道
　
　
徳

・相手の立場に立ち、自分が嫌なことは相手に言わない、し
ないを合言葉にし、思いやりの心を育てるため、道徳の授業
を活用し指導していく。
・傷つけられないという安心感の中で、仲間との交流が促進
されるように、学級内の対人関係トラブルのについて皆で考
えられる雰囲気をつくる。

特
別
活
動

・学級活動や行事などへの取り組みを通じて、安心して過ご
すことができるクラスをつくっていく。
・学校行事を通して、それぞれの役割を担い、主体性と責任
感を養う。

学
級
観

・クラスにおける個々の役割をきちんと果たそうとする意欲があるク
ラス。
・個々の役割を超えて、相互に関わり合い、助け合うことができるク
ラス。
・やるべき時はやる、盛り上がっていいところは盛り上がる、というメ
リハリが付いたクラス。

学
　
　
　
級
　
　
　
指
　
　
　
導
　
　
　
の
　
　
　
重
　
　
　
点

学
　
　
習

・「話を聴く姿勢」をしっかりと育成する。
・学習に適した環境となるよう、教室内の掲示やロッカーの
整美を徹底する
・生徒一人一人が忘れ物をしない工夫をする
・何事もやらされるのではなく、自ら取り組む

生
　
　
活

・声掛けを工夫し、ノートを確実に取ることによって忘れ物を
減らす。
・提出物を期日までに出す、一分前着席、挨拶等、当たり前
のことを当たり前に行う。

進
路
・
そ
の
他

進路
・自分に合った学習のやり方を見付け、家庭学習の定着を
図ると同時に、自己の進路について考えさせる。
・:学年便り、保護者会、面談などを通じて家庭と連携する。
その他
・支援が必要な生徒については、注意深く観察し、必要に応
じて関係機関につなげていく。それぞれの生徒に応じた支
援をすると同時に、定期的に様子を伝えるなど家庭と連絡
を取り、相互理解をしながら連携体制を構築する。

2年C組 担任　 宮代 友輝

内　　　　　　　　　　　　　　容 備　　　　考

学
級
指
導
目
標

・一人一人が1年間で成長を自覚できるような、個別指導や声掛
けをする。
・自発的な行動ができるように、コミュニケーションを密にとり、自信
をもって行動ができるよう支援を行う。




